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捏ね土器）（梅原 1923b）・裏陰遺跡（手捏ね土器）（杉原ほか 1979）・幾坂遺跡（手捏ね土器） 
（肥後 1991）・アバタ遺跡（手捏ね土器）（肥後 1991）・古殿遺跡（木製品・手捏ね土器）（鍋

































































































































































































































































































































17. 砂礫混入褐色土　18. 暗褐色土　19. 酸化黒変化暗褐色
砂礫土　20. 褐色土（SK01埋土）　21. 黄褐色ブロック混入灰
褐色粘質土（SK12埋土）　22. 黄色ブロック混入褐色土　
23. 黄褐色細砂＋礫（SK13埋土）　24. 暗灰色粘土　25. 暗灰
色粘土混入黄褐色細砂＋礫　26. 灰褐色粘質土＋細砂（SK15

































1. 記載なし　2. 褐色土混明黄褐色土　3. 暗灰
紫色粘土（SK01埋土）　4. 砂礫混入暗茶色土
（SK01埋土）　5. 記載なし　6. 記載なし　7. 礫
混赤褐色土（平安 ･ 鎌倉時代包含層）　8. 砂礫
を多く含む淡褐色土　9. 明黄橙色土（鉄分の沈












































































































































































小島・山田 1990）・京都府百々池古墳（西田・梅原 1920）・大阪府安威０号墳１号粘土槨 
（奥井 1982）・兵庫県天坊山古墳第１主体部（松本・加藤・岸本 1970）・奈良県小泉大塚古
墳（伊達 1966・千賀 1998）・奈良県大和天神山古墳（伊達・小島・森 1963）・島根県松本
１号墳（山本 1963）・岡山県一国山３号墳（神谷・河田・西田編 2006）・広島県中小田第１
号古墳（潮見 1980）・広島県伝今岡所在古墳（古瀬 1982）・徳島県天河別神社５号墳（秋山 
1976・森 2011）・徳島県西山谷２号墳（栗原・田川・湯浅 2005）・香川県今岡古墳（松本・
岩橋編 1983）・香川県古枝古墳（松本 1983）・香川県猫塚古墳（梅原 1933）・大分県野間10
号墳（賀川・小田 1967）・中国伝内蒙古綏遠（梁 1989）・中国山東省張庄１号墓（李・胡 






































調査区 遺構名 刀 剣 鉄 鏃 工 具 農 具 鉄 鋌 模造品 鉄 片
Ａ SD01 29
Ａ ･Ｃ SX01 89


























Ａ SK07 26 48 90 108
Ａ SK08 85 97・109・116・
127







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































斉藤 1957、原田 1961、岡崎ほか 1979）・愛媛県今治市火内遺跡（安部・真鍋 1998）・愛媛
県伊予郡松前町出作遺跡（相田・谷若 1993）・愛媛県越智郡上島町魚島大木遺跡（溝淵・松
本ほか 1979、村上 1997）・香川県香川郡直島町荒神島遺跡（溝淵・松本ほか 1979）・岡山
県岡山市高島岩盤山山頂遺跡（溝淵・松本ほか 1997）・兵庫県南あわじ市木戸原遺跡（南あ





































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 群馬県太田市 中溝・深町遺跡22号住居 内行花文鏡・鏡片 復元9.0 
～10.0
住居 住居床面直上で出土 古墳前期
2 群馬県伊勢崎市 舞台遺跡146号住居 重圏文鏡 6.8 住居 古墳前期
3 群馬県高崎市 神保下條遺跡1号住居 重圏文鏡 6.1 住居 古墳前期








6 埼玉県桶川市 八幡耕地遺跡 珠文鏡？・鏡片 復元5.6 住居 住居南壁の床面で出土 古墳後期
7 千葉県袖ヶ浦市 大竹遺跡群二又堀遺跡
SI105住居
重圏文鏡 7.3 住居 古墳前期
8 千葉県柏市 戸張一番割遺跡30号住居 重圏文鏡 6.3 住居 古墳前期前半
9 千葉県木更津市 根崎遺跡 SI015住居 鋸歯文鏡 7.2・ 
穿孔1
住居 古墳中期
10 千葉県佐原市 片野向遺跡 重圏文鏡 3.8 住居 古墳後期
11 千葉県佐原市 太田・大篠塚遺跡48号住居 重圏文鏡 11.2 住居 不明
12 千葉県市原市 草刈遺跡 K039A 弥生重圏文系鏡　　　  　 
（高倉Ⅲb？・田尻3）
5.4 住居 壁寄りの場所で出土 古墳前期
13 千葉県市原市 草刈遺跡 C区97号住居 珠文鏡 6.8 住居 古墳前期後半
14 千葉県市原市 草刈六之台遺跡88号住居 小型仿製鏡・鏡片 復元9.0 住居 古墳前期






16 千葉県市原市 草刈遺跡 L区029号住居 珠文鏡 7.0 住居 古墳前期
17 千葉県市原市 草刈遺跡 L区037号住居 素文鏡 1.9 住居 古墳前期
18 千葉県市原市 草刈遺跡 L区0103号住居 内行花文鏡 6.6 住居 古墳前期
19 千葉県市原市 草刈遺跡 L区301号 乳文鏡 9.2 住居 古墳前期～中期
20 千葉県市原市 草刈遺跡 L区098号 珠文鏡 4.5 住居 古墳前期
21 東京都八王子市 宇津木向原遺跡4区5号住居 弥生小形仿製鏡・素文鏡 5.9 住居 住居北東隅で鏡面下に
して出土
古墳前期前半















復元9.4 住居 埋土 古墳前期
25 新潟県佐渡市 蔵王遺跡 内行花文鏡 10.5 掘立柱建物 古墳前期？
26 新潟県佐渡市 蔵王遺跡 珠文鏡 復元6.5 掘立柱建物 古墳前期？
27 富山県射水市 小杉上野遺跡 弥生内行花文系鏡もしくは
内行花文鏡
7.2 住居 古墳前期前半
28 石川県金沢市 塚崎遺跡6号住居 弥生小形仿製鏡？・鏡片 8.0 住居 東北部床面で出土 古墳前期前半
29 長野県長野市 篠ノ井遺跡群 SB7250 重圏文鏡 3.3 住居 古墳前期
30 長野県長野市 塩崎遺跡48号住居 内行花文鏡・鏡片 復元6.7 住居 住居床面に鏡面を上で
出土
古墳中期
31 静岡県焼津市 小深田遺跡第7地点 D-23住
居
重圏文鏡 3.7 住居 古墳前期後半
32 京都府木津川市 木津城山遺跡 素文鏡 4.2 住居 鏡背面に赤色顔料 弥生後期
33 京都府福知山市 石原遺跡 SHa001 弥生内行花文系鏡 
（高倉Ⅲb、田尻5）
6.8 住居 弥生後期後半
34 滋賀県粟東市 高野遺跡 重圏文鏡？ 7.1 住居 古墳中期
35 滋賀県犬上郡多賀町 木曽遺跡 SH24 珠文鏡・鏡片 復元5.4・
研磨
住居 古墳前期後半









38 大阪府豊中市 山ノ上遺跡 弥生重圏文系鏡 
（高倉Ⅲb、田尻3）
6.1 住居 埋土 弥生後期
39 大阪府八尾市 久宝寺遺跡住居3 重圏文鏡 6.7 住居 古墳前期
40 大阪府八尾市 久宝寺遺跡住居3 素文鏡 2.5 住居 古墳前期
41 兵庫県神戸市 玉津田中遺跡 弥生内行花文系鏡 
（高倉Ⅱa、田尻2b）
7.5 住居 埋土 弥生後期







43 岡山県赤磐市 斎富遺跡 珠文鏡 3.6 住居 床面より高い位置で出
土
古墳中期
44 岡山県総社市 山屋敷遺跡 重圏文鏡 5.3 住居 弥生後期
45 岡山県岡山市 川入遺跡 内行花文鏡？・鏡片 復元20 住居 溝近く 古墳前期
- 77 -
46 岡山県岡山市 足守川加茂 B遺跡 弥生重圏文系鏡　　　   
　（高倉Ⅰb、田尻1う）
4.4 住居 埋土 古墳前期前半
47 岡山県岡山市 百閒川沢田遺跡 素文鏡 3.0 住居 古墳前期
48 岡山県岡山市 百間川沢田遺跡住居21 素文鏡 3.0 住居 住居内の土坑肩部のや
や下った位置で出土
古墳前期
49 岡山県岡山市 津寺遺跡 重圏文鏡 6.0 住居 古墳前期
50 岡山県真庭市 谷尻遺跡 素文鏡 3.0 住居 古墳前期
51 岡山県真庭市 下湯原 B遺跡 素文鏡 4.3 住居 古墳後期








53 広島県広島市 毘沙門台遺跡 重圏文鏡 6.0 住居 古墳前期？
54 香川県坂出市 下川津遺跡 SBNa11 弥生内行花文系鏡 
（高倉Ⅲb、田尻5）
7.3 住居 住居壁寄りで出土 古墳前期前半
55 香川県善通寺市 彼ノ宗遺跡 ST09 弥生内行花文系鏡・鏡片 復元8.0 住居 南西端の床面直上で出
土
弥生後期後半
56 鳥取県東伯郡湯梨浜町 長瀬高浜遺跡 SI-138 素文鏡 3.2 住居 古墳中期
57 鳥取県東伯郡湯梨浜町 長瀬高浜遺跡 SI-100 素文鏡 2.6 住居 古墳中期
58 鳥取県東伯郡湯梨浜町 長瀬高浜遺跡 SI249 重圏文鏡 3.6 住居　 古墳前期前半
59 鳥取県東伯郡湯梨浜町 南谷大山遺跡23号住居 小型仿製鏡・鏡片 復元7.5 住居 弥生後期後半
60 鳥取県東伯郡湯梨浜町 宮内第1遺跡 SI101 弥生内行花文系鏡 
（高倉Ⅲb、田尻5）
7.8 住居 柱穴近くで出土 弥生後期
61 福岡県北九州市 長野 A遺跡22号住居 鏡式不明鏡・鏡片 復元11.0 住居 古墳後期
62 福岡県豊前市 鬼木四反田遺跡 弥生重圏文系鏡 
（高倉Ｉ a、田尻1あ・い）
記述なし 住居 弥生後期
63 福岡県嘉麻市 タタラ遺跡16号住居 弥生小形仿製鏡 復元4.6 住居 弥生後期
64 福岡県福岡市 弥永原遺跡2号竪穴住居 弥生内行花文系鏡 
（高倉Ⅱa、田尻2b）
7.1 住居 弥生後期
65 福岡県春日市 小倉池ノ下遺跡 弥生内行花文系鏡 
（高倉Ⅱa、田尻2b）
記述なし 住居 不明
66 福岡県筑紫野市 御笠地区遺跡 G地区 SX32 弥生重圏文系鏡 
（高倉Ⅰb、田尻1え？）
4.4 住居 弥生後期
67 福岡県筑紫野市 貝元遺跡312号住居 弥生内行花文系鏡 
（高倉Ⅰ、田尻1）
復元8.4 住居 弥生後期後半









70 福岡県小郡市 横隈町遺跡2地区14号住居 弥生内行花文系鏡 
（高倉Ⅱb、田尻3a）
記述なし 住居 埋土 不明
71 福岡県久留米市 良積遺跡 弥生内行花文系鏡 
（高倉Ⅱb、田尻3a）
記述なし 住居 弥生後期





亀作 A遺跡 SH009住居 弥生小形仿製鏡 7.0？ 住居 古墳前期前半
74 佐賀県佐賀市 牟田寄遺跡 弥生内行花文系鏡 
（高倉Ⅰb、田尻2a）
7.8 掘立柱建物 柱穴より出土 弥生
75 佐賀県佐賀市 惣座遺跡 SB219住居 弥生内行花文系鏡 
（高倉Ⅱa、田尻2b）
9.1 住居 弥生後期







77 佐賀県小城市 八ツ戸遺跡3号住居 弥生重圏文系鏡 
（高倉Ⅱ、田尻2)
7.6 住居 弥生





















82 大分県竹田市 石井入口遺跡23号住居 弥生小形仿製鏡・鏡片 復元5.6 住居 埋土 弥生後期
83 大分県竹田市 石井入口遺跡57号住居 弥生重圏文系鏡 
（高倉Ⅰa、田尻1い）
5.5 住居 埋土 弥生後期後半






85 大分県日田市 本村遺跡3次32号住居 弥生小形仿製鏡・鏡片 復元8.0 住居 弥生後期後半





87 熊本県山鹿市 方保田東原遺跡15号住居 弥生内行花文系鏡
（高倉Ⅰb、田尻2a）
7.9 住居 古墳前期前半
88 熊本県山鹿市 方保田東原遺跡17号住居 弥生重圏文系鏡
（高倉Ⅰb、田尻1え）
4.7 住居 鏡背面上にして出土 古墳前期前半
89 熊本県山鹿市 方保田東原遺跡7号住居 弥生内行花文系鏡
（高倉Ⅰb、田尻2a）
7.8 住居 古墳前期前半

















弥生小形仿製鏡・素文鏡？ 4.6 住居 弥生










96 熊本県合志市 八反原遺跡1号住居 弥生内行花文系鏡
（高倉Ⅱa、田尻2b）
7.7 住居 弥生後期





98 熊本県熊本市 ヲスギ遺跡24号住居 弥生内行花文系鏡
（高倉Ⅱb、田尻3a）
8.6 住居 埋土 弥生後期
99 熊本県熊本市 石川遺跡13区2号住居 弥生内行花文系鏡
（高倉Ⅱb、田尻3a）
6.9 住居 弥生後期
100 熊本県熊本市 徳王遺跡 弥生内行花文系鏡
（高倉Ⅱa、田尻2b）
7.7 住居？ 弥生後期





102 熊本県熊本市 戸坂遺跡20号住居 弥生内行花文系鏡
（高倉Ⅱ´、田尻4） 
9.2 住居？ 包含層 弥生後期
103 熊本県阿蘇市 下山西遺跡32号住居 弥生内行花文系鏡
（高倉Ⅰb、田尻2a）
6.3 住居 壁面近くで出土 弥生後期












106 宮崎県児湯郡川南町 西ノ別府遺跡 SA1 重圏文鏡 7.1 住居 古墳前期
107 宮崎県延岡市 速日峰地区遺跡18E 区1号
住居
弥生小形仿製鏡 5.3 住居 弥生









1 千葉県館山市 長須賀条里制遺跡 ESD-1 乳文鏡 9.5 溝 古墳中期
2 千葉県市原市 御林跡遺跡352号遺構 内行花文鏡 7.1 溝 古墳前期
3 神奈川県伊勢原市 勝坂祭祀遺跡 珠文鏡 4.5 表採 古墳中期～後期
4 神奈川県伊勢原市 勝坂祭祀遺跡 獣形鏡 7.4 表採 古墳中期～後期
5 神奈川県伊勢原市 勝坂祭祀遺跡 珠文鏡 6.8 表採 古墳中期～後期
6 富山県中新川郡上市町 中小泉遺跡 SD39 弥生重圏文系鏡
（高倉Ⅱ、田尻2）
7.1 溝 肩部 弥生後期
7 石川県金沢市 西念・南新保遺跡 SD22 重圏文鏡 6.4 大溝 肩部 弥生後期～古墳
前期前半
8 石川県金沢市 下安原遺跡溝 珠文鏡 7.8 溝 古墳前期前半
9 石川県金沢市 大友西遺跡西 SD01 弥生小形仿製鏡
（鏡式不明）
6.8 溝 弥生後期
10 福井県福井市 木田遺跡 鏡式不明・鏡片 欠損 溝 肩部 古墳前期後半
11 長野県長野市 石川条里遺跡 内行花文鏡・鏡片 破片 溝 古墳前期～中期




乳文鏡・鏡片 破片 旧河道 古墳中期～後期
14 静岡県賀茂郡河津町 姫宮遺跡 珠文鏡 記述なし 沼・池 古墳中期
15 滋賀県寺山市 下長遺跡 SD-5 素文鏡 3.7 溝 最下層 古墳中期
16 滋賀県守山市 下長遺跡 重圏文鏡 4.2 溝 古墳前期
17 滋賀県長浜市 鴨田遺跡 弥生小形仿製鏡 6.5・ 
穿孔2
溝 肩部 古墳前期
18 滋賀県米原市 高溝遺跡大溝 重圏文鏡 3.6 大溝 古墳前期～中期
19 滋賀県米原市 高溝遺跡大溝 素文鏡 3.3 大溝 古墳前期～中期
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20 滋賀県守山市 服部遺跡 弥生内行花文系鏡
（高倉Ⅲa、田尻3b）
7.8 溝 古墳前期
21 滋賀県守山市 金森東遺跡 弥生小形仿製鏡
（文様不明） 
7.7 溝 上層 古墳前期
22 和歌山県和歌山市 太田黒田遺跡 内行花文鏡・鏡片 復元9.0・
穿孔２
溝 最上層 古墳前期
23 大阪府東大阪市 西ノ辻遺跡 素文鏡 2.5 水利施設 包含層 古墳中期後半
24 大阪府八尾市 矢作遺跡 四獣鏡 8.0 溝 鏡面上、壺が覆う 古墳前期前半
25 大阪府八尾市 亀井遺跡 弥生重圏文系鏡
（高倉Ⅲb、田尻3）
5.4 河川 河床近く 弥生後期
26 兵庫県明石市 藤江別所遺跡 重圏文鏡 4.1 井戸 埋土 古墳前期前半
27 兵庫県明石市 藤江別所遺跡 重圏文鏡 4.1 井戸 埋土 古墳前期前半
28 兵庫県明石市 藤江別所遺跡 素文鏡 3.84～
3.96
井戸 埋土 古墳前期前半
29 兵庫県明石市 藤江別所遺跡 重圏文鏡 3.9 井戸 埋土 古墳前期前半
30 兵庫県明石市 藤江別所遺跡 重圏文鏡 3.7 井戸 埋土 古墳前期前半
31 兵庫県明石市 藤江別所遺跡 珠文鏡 6.51～
6.52
井戸 埋土 古墳前期前半
32 兵庫県明石市 藤江別所遺跡 珠文鏡 5.08～
5.10
井戸 埋土 古墳前期前半
33 兵庫県明石市 藤江別所遺跡 素文鏡 2.54～
2.56
井戸 埋土 古墳前期前半
34 兵庫県明石市 藤江別所遺跡 重圏文鏡 3.0 井戸 埋土 古墳前期前半
35 兵庫県姫路市 長越遺跡 素文鏡 3.7 大溝 肩部 古墳中期
36 兵庫県神戸市 三番町遺跡 珠文鏡 4.9 溝 不明
37 兵庫県神戸市 吉田南遺跡 重圏文鏡 2.8 溝 古墳前期





39 兵庫県神戸市 表山遺跡環濠 弥生小形仿製鏡 6.8 溝 弥生後期





鈩田遺跡 弥生内行花文系鏡 8.5 溝 弥生後期
42 香川県高松市 居石遺跡 珠文鏡 5.4 河川跡 古墳前期前半
43 香川県高松市 居石遺跡 重圏文鏡 3.6 河川跡 古墳前期前半
44 香川県高松市 居石遺跡 素文鏡 2.72～
2.78
河川跡 古墳前期前半




46 愛媛県北条市 大相院遺跡 弥生重圏文系鏡？ 破片 自然流路 弥生後期
47 愛媛県松山市 道後町遺跡Ⅱ 弥生小形仿製鏡
（文様不明）・鏡片 
復元7.2 溝 埋土 弥生後期
48 鳥取県鳥取市 青谷上寺地遺跡 素文鏡 4.9 溝 弥生後期
49 鳥取県米子市 山田遺跡1区 珠文鏡・鏡片 復元7.0 溝 古墳中期
50 福岡県北九州市 伊崎遺跡 M13 弥生内行花文系鏡
（高倉Ⅱa、田尻2b）
7.1 溝 3層 弥生前期




8.3 自然流路 土器溜まり 古墳前期前半
52 福岡県北九州市 金山遺跡Ⅵ区 弥生内行花文系鏡
（高倉Ⅱa、田尻2b）
8.9 水路 弥生土器とともに出土 弥生後期？
53 福岡県京都郡苅田町 稲光遺跡 重圏文鏡 3.5 川 土器とともに出土 弥生終末期
54 福岡県古賀市 馬渡・束ヶ浦遺跡 弥生内行花文系鏡
（高倉Ⅱb、田尻3a）　
8.5 溝 弥生後期後半
55 福岡県福岡市 雀居遺跡 SD002 弥生内行花文系鏡
（高倉Ⅱa、田尻2b）
9.1 溝 3層 弥生後期
56 福岡県福岡市 野多目前田遺跡第Ⅰ調査区 内行花文鏡 復元18.1 溝状遺構 最下層 古墳
57 福岡県甘木市 平塚川添遺跡 弥生内行花文系鏡
（高倉Ⅱa、田尻2b）
7.6 内濠 埋土上層 弥生後期
58 福岡県甘木市 平塚川添遺跡 弥生内行花文系鏡
（高倉Ⅱa、田尻2b） 
8.9 内濠 埋土上層 弥生後期
59 佐賀県鳥栖市 平原遺跡2区 SX222 内行花文鏡・鏡片 復元7.4 水田 古墳中期
60 佐賀県鳥栖市 本行遺跡 弥生内行花文系鏡
（高倉Ⅱb、田尻3a）
7.8 溝 弥生後期









































68 佐賀県佐賀市 惣座遺跡 SD019 弥生内行花文系鏡
（高倉Ⅰb、田尻2a）
6.1 溝 　 弥生終末期
69 佐賀県佐賀市 惣座遺跡 SD019 弥生小形仿製鏡 破片 溝 弥生終末期
70 長崎県南島市 今福遺跡 B3・4区 弥生小形仿製鏡 復元7.5 溝 弥生
71 長崎県南島市 今福遺跡 B3・4区 弥生小形仿製鏡 復元7.8 溝 弥生




73 熊本県宇土市 宇土城址 SD01 神獣鏡 欠損15.2 溝 古墳前期












1 岡山県岡山市 高島岩盤山遺跡 重圏文鏡 欠損 岩上 在地の祭祀 古墳中期後半～
後期
2 香川県三豊市 船越遺跡 素文鏡 4.0 砂堤 在地の祭祀。近くから
製塩土器出土
古墳中期
3 愛媛県越智郡上島町 大木遺跡 重圏文鏡 3.9 包含層 在地の祭祀 古墳中期後半








6 福岡県宗像市 沖ノ島16号遺跡 素文鏡 3.0 岩上 三角縁神獣鏡近くから
出土
古墳前期後半
7 福岡県宗像市 沖ノ島16号遺跡 内行花文鏡 9.1 岩上 現位置を留めていない 古墳前期後半
8 福岡県宗像市 沖ノ島16号遺跡 方格規矩鏡 6.9 岩上 現位置を留めていない 古墳前期後半
9 福岡県宗像市 沖ノ島17号遺跡 方格規矩鏡 27.1 岩上 鏡は集積され出土。鏡
面上
古墳前期後半
10 福岡県宗像市 沖ノ島17号遺跡 方格規矩鏡 26.2 岩上 鏡は集積され出土。鏡
面上
古墳前期後半
11 福岡県宗像市 沖ノ島17号遺跡 方格規矩鏡 22.1 岩上 鏡は集積され出土。鏡
面上
古墳前期後半
12 福岡県宗像市 沖ノ島17号遺跡 方格規矩鏡 21.5 岩上 鏡は集積され出土。鏡
面上
古墳前期後半
13 福岡県宗像市 沖ノ島17号遺跡 方格規矩鏡 17.8 岩上 鏡は集積され出土。鏡
面上
古墳前期後半
14 福岡県宗像市 沖ノ島17号遺跡 方格規矩鏡 16.6 岩上 鏡は集積され出土。鏡
面上
古墳前期後半
15 福岡県宗像市 沖ノ島17号遺跡 方格規矩鏡 18.0 岩上 鏡は集積され出土。鏡
面上
古墳前期後半
16 福岡県宗像市 沖ノ島17号遺跡 内行花文鏡 18.7 岩上 鏡は集積され出土。鏡
面上
古墳前期後半
17 福岡県宗像市 沖ノ島17号遺跡 内行花文鏡 17.6 岩上 鏡は集積され出土。鏡
面上
古墳前期後半
18 福岡県宗像市 沖ノ島17号遺跡 内行花文鏡 17.0 岩上 鏡は集積され出土。鏡
面上
古墳前期後半
19 福岡県宗像市 沖ノ島17号遺跡 鼉龍鏡 23.7 岩上 鏡は集積され出土。鏡
面上
古墳前期後半
20 福岡県宗像市 沖ノ島17号遺跡 鼉龍鏡 12.9 岩上 鏡は集積され出土。鏡
面上
古墳前期後半
21 福岡県宗像市 沖ノ島17号遺跡 変形文鏡 10.0 岩上 鏡は集積され出土。鏡
面上
古墳前期後半
22 福岡県宗像市 沖ノ島17号遺跡 変形獣形鏡 16.7 岩上 鏡は集積され出土。鏡
面上
古墳前期後半
23 福岡県宗像市 沖ノ島17号遺跡 変形獣形鏡 16.4 岩上 鏡は集積され出土。鏡
面上
古墳前期後半
24 福岡県宗像市 沖ノ島17号遺跡 変形画像鏡 22.0 岩上 鏡は集積され出土。鏡
面上
古墳前期後半
25 福岡県宗像市 沖ノ島17号遺跡 変形画像鏡 15.0 岩上 鏡は集積され出土。鏡
面上
古墳前期後半
26 福岡県宗像市 沖ノ島17号遺跡 三角縁神獣鏡 24.3 岩上 鏡は集積され出土。鏡
面上
古墳前期後半
27 福岡県宗像市 沖ノ島17号遺跡 三角縁神獣鏡 21.6 岩上 鏡は集積され出土。鏡
面上
古墳前期後半
28 福岡県宗像市 沖ノ島17号遺跡 三角縁神獣鏡 20.0 岩上 鏡は集積され出土。鏡
面上
古墳前期後半
29 福岡県宗像市 沖ノ島17号遺跡 変形夔鳳鏡 22.1 岩上 鏡は集積され出土。鏡
面上
古墳前期後半





31 福岡県宗像市 沖ノ島18号遺跡 三角縁神獣鏡 23.4 岩上 一列に鏡面上にして出
土
古墳前期後半
32 福岡県宗像市 沖ノ島18号遺跡 三角縁神獣鏡 20.9 岩上 一列に鏡面上にして出
土
古墳前期後半
33 福岡県宗像市 沖ノ島18号遺跡 三角縁神獣鏡 20.6 岩上 一列に鏡面上にして出
土
古墳前期後半
34 福岡県宗像市 沖ノ島18号遺跡 三角縁神獣鏡 破片 岩上 一列に鏡面上にして出
土
古墳前期後半
35 福岡県宗像市 沖ノ島18号遺跡 鏡片・鈕のみ 破片 岩上 古墳前期後半
36 福岡県宗像市 沖ノ島18号遺跡 鏡片・鈕のみ 破片 岩上 古墳前期後半
37 福岡県宗像市 沖ノ島18号遺跡 内行花文鏡 10.0 岩上 古墳前期後半
38 福岡県宗像市 沖ノ島18号遺跡 四乳櫛歯文鏡 7.8 岩上 古墳前期後半
39 福岡県宗像市 沖ノ島18号遺跡 素文鏡 3.9 岩上 古墳前期後半
40 福岡県宗像市 沖ノ島19号遺跡 内行花文鏡 24.8 岩上 鏡面上にして出土 古墳前期後半
41 福岡県宗像市 沖ノ島19号遺跡 変形文鏡 破片 岩上 古墳前期後半
42 福岡県宗像市 沖ノ島21号遺跡 鼉龍鏡 13.0 岩上 古墳前期後半
43 福岡県宗像市 沖ノ島21号遺跡 格子目文鏡 11.9 岩上 古墳前期後半
44 福岡県宗像市 沖ノ島21号遺跡 四乳渦文鏡 9.2 岩上 古墳前期後半
45 福岡県宗像市 沖ノ島21号遺跡 円圏文鏡・鈕のみ 破片 岩上 古墳前期後半
46 福岡県宗像市 沖ノ島21号遺跡 素文鏡 破片 岩上 古墳前期後半
47 福岡県宗像市 沖ノ島8号遺跡 方格規矩鏡 14.1 岩陰 地表下10㎝、背面上。 古墳中期～後期
48 福岡県宗像市 沖ノ島8号遺跡 変形文鏡 10.0 岩陰 古墳中期～後期
49 福岡県宗像市 沖ノ島7号遺跡 珠文鏡 9.2 岩陰 岩陰中央部 古墳中期～後期
50 福岡県宗像市 沖ノ島7号遺跡 鏡片 不明 岩陰 古墳中期～後期
51 福岡県宗像市 沖ノ島15号遺跡 乳文鏡 9.2 岩陰 石の下から鏡面下で出
土
古墳中期～後期
52 福岡県宗像市 沖ノ島23号遺跡 珠文鏡 欠損6.0 岩陰 一段上がった岩の上か
ら
古墳後期




1 福島県白河市 建鉾山遺跡高木地区 珠文鏡 4.6 山腹の巨石 遺物包含層 古墳中期
2 群馬県富岡市 久保遺跡 素文鏡 4.8 墳丘状遺構 榛名山二ツ岳への祭祀 古墳後期
3 群馬県富岡市 久保遺跡 素文鏡 2.5 墳丘状遺構 榛名山二ツ岳への祭祀 古墳後期
4 静岡県熱海市 宮脇遺跡 B地区 素文鏡 3.7 神木の下 向山への祭祀 古墳中期～古代
5 静岡県熱海市 宮脇遺跡 B地区 素文鏡 3.5 神木の下 向山への祭祀 古墳中期～古代
6 静岡県熱海市 宮脇遺跡 A地区 六獣鏡 13.3 大石の下 向山への祭祀 古墳中期～古代
7 静岡県熱海市 宮脇遺跡 A地区 素文鏡 5.0 大石の下 向山への祭祀 古墳中期～古代
8 静岡県熱海市 宮脇遺跡 A地区 素文鏡 4.5 大石の下 向山への祭祀 古墳中期～古代
9 静岡県熱海市 宮脇遺跡 A地区 素文鏡 4.3 大石の下 向山への祭祀 古墳中期～古代
10 静岡県下田市 洗田遺跡 素文鏡 4.3 丘陵上 三倉山への祭祀 古墳中期～後期
11 静岡県下田市 洗田遺跡 珠文鏡 7.2 丘陵上 三倉山への祭祀 古墳中期～後期
12 三重県名張市 土山遺跡 四獣鏡 8.0 岩盤露頭部 露頭付近 古墳中期
13 三重県名張市 土山遺跡 重圏文鏡 3.3 岩盤露頭部 露頭付近 古墳中期
14 奈良県桜井市 山ノ神遺跡 素文鏡 3.0 山の岩盤 古墳中期










No. 所在地 遺跡名 遺跡概要・特記事項 祭祀遺構・遺物 時代 備考
















































































































































































































































































































































39 岡山県岡山市 津寺遺跡 弥生時代前期以降、各年代の集落
跡・水田跡　
土器（溝から出土）　 古墳時代前期初め　
40 広島県庄原市 大仙2号遺跡 弥生時代中期の住居跡、古墳時代
の畿内系土器・山陰型甑形土器、
中世の祭祀遺構などが見つかった
祭祀遺構 SX1（溝状遺構 / 高坏7
個体を伴う　
古墳時代　
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　지토세시모 (千歳下) 유적은 와카사만 (若狭湾) 을 바라보는 마이즈루 (舞鶴) 의 오우라
반도 (大浦半島)，마이즈루시 아자 지토세 ((舞鶴市字千歳) 에 위치한다．본 유적은 1988
년에 마이즈루시 교육위원회가 행한 시내 유적분포조사에 의해 알려지게 되었다．시도
(市道) 개량공사에 따라 1999 년에 마이즈루시 교육위원회에 의해 두 차례의 긴급조사가 
행하여졌다．발굴조사 결과，고분시대 중기의 제사유적이 검출되어 사연수대경 (斜縁獣 
帯鏡) 과 동천 (銅釧) 등의 청동기를 비롯하여 700 점 이상에 이르는 철제품과 철편류，
1,000 점에 달하는 옥류나 석제모조품 등이 출토되었다．
　2000 년에는 발굴조사 담당자였던 마쓰모토 (松本) 가 당시 교토부 (京都府) 매장문화재
조사연구센터에 근무하고 있던 노지마 (野島) 에게 지토세시모유적 출토자료의 도화 정리
에 대하여 의뢰하였지만 제반의 사정으로 실현에 이르지는 못하였다．
　출토유물은 현지설명회에서 공개되었을 뿐이고 조사종료 후 충분한 정리작업을 행할 
기회도 없이 조사성과는 미공표된 상태였다．2006 년에는 히로시마대학 고고학연구실과 
마이즈루시 교육위원회가 각서를 교환하였고，2009 년에는 히로시마대학과 마이즈루시가 
공동연구를 행하기로 계약체결을 하여 조사보고서 작성을 향한 체제가 갖추어졌다．
　조사연구 결과 단고반도 (丹後半島) 에서도 제사유적이 여러 곳에서 보여지지만 그 중
에서도 지토세시모유적은 현재 사례로는 동해（일본해） 연안지역에 있어서 가장 규모가 
큰 고분시대 중기무렵의 해안제사유적인 것으로 밝혀졌다．바다에 접한 모래사장에서 중
국 후한대의 청동거울을 비롯하여 삼국시대 초기의 주조철부와 각종 철제품，각종 곡옥・
관옥・모조품 등이 망설임없이 폐기되어 있는 상황은 필시 해신에게 공양한 것으로 상정
된다．해신과의 호혜적 교환으로서 해상항해의 안전을 기원한 것은 비슷한 제사유물이 
출토된 무나카타삼희신 (宗像三姫神) 을 모시는 오키노시마 (沖ノ島) 의 제사유물을 보아
도 명백할 것이다．육상계 (六像系) 의 박재수대경 (舶載獣帯鏡) 이나 고분시대 전기 후반
의 토기에서 보면 고분시대 전기 후반부터 중기를 통해서 제사활동이 계속된 것으로 상
정된다．그러나 그 출토유물은 적은 폭 (너비) 밖에 안 되는 시도의 개량공사였기 때문에 
약간의 조사면적밖에 확보할 수 없었다．따라서 내장된 유물 전체량은 적어도 몇 배 이
상 상회할 것으로 보아도 틀림없을 것이다．부분발굴에 따른 출토유물조차 고분시대 전
기 후반기의 지방수장분 (地方首長墳) 의 부장품을 능가하는 것에서 기나이 (畿內) 정권의 
개입에 따라 성립된 것으로 상정할 수 있다 .
　４세기 후반기의 기나이정권에 의한 해안제사라고 하면 교역항을 갖지 못한 기나이 사
키 (佐紀) 정권에 의한 것으로 상정된다．문헌사학에서는 사키정권은 오야마토 (大和) 정
권과는 달리 대외적 정책을 중시했다고도 일컬어지고 있고，칠지도（七支刀） 등에서도 백
제 (百濟) 와의 군사적 동맹관계를 구축해 간 것으로 추측되고 있다．지토세시모유적이 
동해（일본해） 항해안전의 기원을 행하는 제사유적이었다면 동해（일본해） 루트를 따라 한
반도 백제와의 동맹관계를 구축해 갔다고 상정하는데 중요한 유적 증거를 제시한 것으로 
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생각된다．다소 내려가서 ５세기에는 후루이치 (古市)･ 모즈 (百舌鳥)　정권에 의해 오사
카만 (大阪湾) 에서 세토나이카이 (瀨戶內海) 로의 대외적 교역루트가 주류（主流）가 되므
로 해안제사유적은 세토나이카이 해변에 점재（点在）하기 시작한다．하지만 그 세토나이
카이 연안의 ５세기 제사유적에서 조차도 지토세시모유적의 제사유물과는 비교가 안 될 
정도이다．
　이상으로 마이즈루시 지토세시모유적은 동해（일본해） 루트에 의한 고분시대 초기 대외




　　 Chitose-shimo site is situated in Maizuru-shi aza-Chitose, in the Maizuru-Ōura 
Peninsula which has a distance view of the Wakasa Bay.　This site has been found by 
archaeological survey of the board of education of Maizuru-shi, since 1988.　Because of 
reconstruction of the official road, this site was urgently excavated two times in 1999.　As 
a result, we found ritual construction and a lot of archaeological objects: bronze objects 
like bracelets and mirrors, over 700 iron objects and iron shreds, over 1000 beads and 
stone imitations of various objects. 
　　 In 2000, T. Matsumoto (Director of the excavation of Chitose-shimo site) asked H. 
Nojima (Kyoto Buried Cultural Properties Investigation Center) for arranging and drawing 
the material excavated at this site.　However this was not realized for various reasons. 
Excavated materials have not been fully arranged and published after the excavations: 
they were exhibited for the public only in the site. 
　　 The department of archaeology of the Hiroshima University and the board of 
education of Maizuru-shi exchanged the memorandum in 2006 and made a convention in 
2009.　Then the system for publish of the excavation report was arranged. 
　　 As a result of study, although some ritual sites are also in the Tango Peninsula, we 
demonstrate that Chitose-shimo site is the biggest ritual place in the middle of Kofun 
Period on the coast of the Sea of Japan under the circumstances.　In this site, people had 
thrown abundant objects away: Chinese bronze mirrors of the Eastern Han Dynasty is 
represent, and there are cast iron celt and various iron objects of the beginning of the Three 
Kingdoms Period, various beads like curved beads, cylindrical beads, and their imitations. 
We could suppose that it had been a kind of rite to put these objects for sea-god.　Also in 
the Okinoshima Island where three Munakata goodness are enshrined, same kinds of 
ritual objects were excavated: we think this supports our supposition. 
　　 Imported beast-band mirror and pottery of the second part of the first half of Kofun 
Period signify that this ritual activity had continued from the second part of the first half 
to the middle of Kofun Period.　However these objects were excavated from the area 
only 3 m in width for reconstruction of road and we have to say the excavation area was 
very limited.　Accordingly, it might as well say the whole amount of these objects would 
have had been at least several times larger.　Even by the partial excavation, we found 
more rich objects than funeral objects of local chiefs in the second part of the the first half 
of Kofun Period.　Therefore it is possible to suppose that this site had been formed by the 
intervention of Kinai Dynasty. 
　　 If we consider it as the sea-rite by Kinai Dynasty, it would have been done by Kinai-
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Saki Dynasty which had not have trade port.　By the study of literatures, it is said that 
this Saki Dynasty had made much of external policy: this is different from Ōyamato 
Dynasty.　This dynasty is guessed to have constructed military alliance with Paekche 
Dynasty also by the seven-branched sword.　If Chitose-shimo site had been the ritual 
place for praying safety of voyage in the Sea of Japan, it is possible to say that we offer 
important archaeological evidence for supposing that this dynasty had constructed alliance 
with Paekche of Korean Peninsula, by way of the Sea of Japan.　In the 5th century, a 
little later than the period of this site, it seems that the external trade route from Ōsaka 
Bay to the Inland Sea of Japan had become major by Huruichi and Mozu Dynasty, and 
the coastal ritual sites had begun to be scattered on the coast of the Inland Sea of Japan. 
However, even these ritual sites of the 5th century on the coast of the Inland Sea of Japan 
could not be comparable with Chitose-shimo site, about excavated objects. 
　　 As explained above, we can consider Chitose-shimo site as the large-scale ritual site 
which proves indirectly the external trade at the beginning of Kofun Period by way of 





















SK04 鉄刀 1.6 2.8 0.25 5.5 
2 C 調査区
北側
SK04 鉄剣 9.0 3.3 0.7 29.4 
3 C 調査区
北側
排水溝 鉄剣 5.5 2.6 0.5 19.9 
4 C 調査区
北側
SK04 鉄剣 7.2 2.3 0.35 24.9 
5 鉄剣 2.55 2.5 0.5 9.3 
6 C 調査区
北側
排水溝 鉄剣 2.3 2.9 0.25 6.4 
7 C 調査区
北側
SK04       4.5 3.3 0.35 18.9 木質の付着
8 A 調査区 SK03 鉄剣 3.6 4.0 0.9 30.7 銹化顕著
9 C 調査区
北側
SK04 鉄剣 5.5 2.3 0.25 20.8 茎
10 A 調査区 排水溝４ 鉄鏃 2.9 4.0 0.25 8.0 





鉄鏃 3.2 1.6 0.4 5.1 
13 A・C 調
査区
南壁外側断面 鉄鏃 3.3 3.4 0.3
14 A 調査区
東
排水溝断割 鉄鏃 8.3 3.3 0.25 19.8 
15 C 調査区
北側
SK04南東埋土 鉇 3.0 1.1 0.2 6.4 
16 C 調査区
北側




SK04埋土 鉇 8.0 1.0 0.35 20.1 
18 A 調査区 SK03下層 針 1.5 0.3 0.2 0.3 
19 A・C 調
査区
排水溝 針 1.2 0.2 0.15 0.2 端部
20 C 調査区
北側
SK04　 針 2.0 0.15 0.15 0.2 
21 C 調査区
北側
SK04南東埋土 針 1.4 0.15 0.3 0.2 
22 A・C 調
査区
排水溝 針 1.3 0.1 0.15 0.1 先端
23 A 調査区 SK03上層落込
み
刀子 6.5 1.5 0.35 10.6 
24 C 調査区
北側














2 A 調査区 排水溝 鏡式不明鏡 11.2 縁厚さ0.29～0.30 16.1 鏡片
3 C 調査区
北側









刀子 5.7 1.9 0.35 10.8 茎から関部












刀子 3.7 1.9 0.25 9.5 関部
29 A 調査区 SD01北側 刀子 3.9 1.3 0.25 4.8 
30 A・C 調
査区
排水溝 刀子 2.1 1.4 0.15 1.1 
31 C 調査区
北側
SK04 刀子 2.6 1.5 0.2 2.3 茎？
32 A・C 調
査区






刀子 3.3 1.4 0.25 4.8 茎
34 A・C 調
査区
排水溝 刀子 2.0 1.3 0.4 2.8 茎
35 A 調査区 東側排水溝 刀子 1.7 1.1 0.3 1.9 茎？
36 C 調査区
北側
SK04 刀子 2.4 1.6 0.3 3.6 茎？
37 A・C 調
査区
東側排水溝 刀子 1.3 1.0 0.2 0.8 茎？
38 A・C 調
査区
排水溝 刀子 3.3 1.7 0.2 4.6 端部、両側縁折り返し
39 A・C 調
査区
灰色粘土層 袋状鉄斧 9.0 5.5 0.7 155.2 袋部に木質遺存
40 C 調査区
北側
SK04 袋状鉄斧 9.5 6.0 0.8 126.9 
41 C 調査区
北側
SK04 袋状鉄鑿 7.3 3.4 0.3 55.7 
42 A 調査区 SK03下層 鍬・鋤先 5.3 7.0 0.6 50.5 
43 C 調査区
北側
SK04 鍬・鋤先 4.8 9.3 0.4 78.4 
44 C 調査区
北側
SK04 鍬・鋤先 6.1 10.4 0.3 110.8 
45 A 調査区 SK06下層３焼
石下層
鍬・鋤先 2.1 2.0 0.5 7.4 
46 C 調査区
北側
SK04埋土 鍬・鋤先 3.9 4.4 0.4 18.3 
47 A 調査区 SK06下層、西
壁断面・暗茶
黒色土
鍬・鋤先 4.0 2.9 0.3 15.0 
48 A 調査区 SK07北埋土 摘鎌 2.2 5.7 0.2 11.5 
49 A・C 調
査区
東側排水溝 摘鎌 2.6 3.2 0.15 12.8 乙技法
50 A 調査区 排水溝 摘鎌 2.7 2.8 0.15 5.3 
51 A・C 調
査区
南壁外側断面 摘鎌 2.6 2.2 0.35 9.8 
52 A・C 調
査区
排水溝 摘鎌 1.2 2.5 0.1 2.3 
53 C 調査区
北側
SK04　 摘鎌 1.95 2.1 0.3 4.3 木質遺存
54 A 調査区 SK06下層西壁
断面・暗茶黒
色土
鉄鎌 5.1 4.2 0.4 27.9 
55 A 調査区 SK10、東
No.4




排水溝 鉄鎌 3.0 2.6 0.15 5.2 
57 A・C 調
査区
鉄鎌 4.0 3.2 0.3 11.9 
58 C 調査区
北側





鉄鎌 3.5 3.7 0.2 9.8 
60 C 調査区
北側






鉄鎌 3.5 3.2 0.35 12.6 
62 A・C 調
査区
排水溝 鉄鎌 2.2 2.3 0.3 2.8 
63 C 調査区
北側
SK04 鉄鎌 4.7 3.0 0.25 16.5 
64 C 調査区
北側





鉄鎌 1.8 2.3 0.5 3.9 
66 A・C 調
査区
鉄鎌 2.4 2.1 0.4 5.0 
67 A 調査区 SK06下層西壁
断面暗茶黒色
土北側着部
鉄鎌 2.1 1.9 0.2 2.0 
68 A 調査区 SK03下層 鉄鎌 6.9 3.0 0.5 29.4 
69 C 調査区
北側
SK04 鋳造斧形品 12.1 4.7 91.3 刃部欠損
70 C 調査区
北側
SK04 鉄鋌 4.6 3.8 0.3 32.3 
71 A・C 調
査区
排水溝２ 鉄鋌 4.4 3.7 0.15 10.4 
72 A・C 調
査区
排水溝 鉄鋌 4.8 5.1 0.25 30.3 
73 C 調査区
北側
SK04鉄14 鉄鋌 4.3 4.0 0.3 16.4 
74 A・C 調
査区
西側排水溝 鉄鋌 9.5 3.9 0.45 53.1 
75 A・C 調
査区
排水溝 鉄鋌 4.6 4.0 0.25 16.3 
76 A・C 調
査区
排水溝 鉄鋌 4.8 3.4 0.25 9.6 
77 A・C 調
査区
断面１・９層 鉄鋌 4.2 4.1 0.4 24.5 
78 C 調査区
北側
SK04 鉄鋌 3.5 3.7 0.15 5.4 
79 A・C 調
査区
排水溝 鉄鋌 3.5 3.1 0.25 8.4 
80 A・C 調
査区
排水溝２ 鉄鋌 3.7 3.5 0.15 14.2 
81 A・C 調
査区






鉄鋌 1.6 3.7 0.2 5.1 
83 A 調査区 SK05北東埋土
上層
鉄鋌 3.4 3.9 0.35 9.5 
84 C 調査区
北側
SK04鉄18 鉄鋌 3.8 3.1 0.35 9.2 




SK04 鉄鋌 9.2 4.0 0.6 45.0 
87 A・C 調
査区
排水溝 鉄鋌 6.7 3.9 0.25 20.7 
88 A・C 調
査区
排水溝 鉄鋌 4.2 3.9 0.35 27.5 
89 A・C 調
査区
SX01埋土 鉄鋌 4.6 2.9 0.2 15.0 
90 A 調査区 SK07面検出中
５
鉄鋌 4.0 3.1 0.15 9.1 
91 A 調査区 10アゼ 鉄剣模造品 11.2 1.95 0.2 23.4 
92 C 調査区
北側
SK04 鉄剣模造品 5.4 2.2 - 12.6 
93 A 調査区 SK11埋土北側
遺構ライン検
出中
刀子模造品 2.9 0.8 0.25 1.7 
94 A・C 調
査区
排水溝 鋤先模造品 4.7 3.1 0.2 15.2 
95 A・C 調
査区
排水溝20 鋤先模造品 3.7 3.2 0.15 13.7 
96 A・C 調
査区
南壁17 鋤先模造品 3.1 5.1 0.3 15.6 
97 A 調査区 SK08南側埋土 鋤先模造品 2.5 6.2 0.25 12.0 
98 A・C 調
査区










鋤先模造品 3.5 3.4 0.3 7.2 
101 A・C 調
査区
東側排水溝 鋤先模造品 1.6 2.0 0.15 1.7 
102 A・C 調
査区
南壁外側断面 鋤先模造品 2.4 2.0 0.3 3.3 
103 A・C 調
査区
南壁外側断面 鋤先模造品 2.0 2.6 0.3 2.9 
104 A・C 調
査区
排水溝４ 鋤先模造品 2.4 1.9 0.15 2.5 
105 A 調査区 SK03上層落ち
込み
鋤先模造品 2.2 1.2 0.2 2.8 
106 A・C 調
査区
南壁外側断面 鋤先模造品 2.4 1.6 0.25 5.3 
107 A 調査区 SK03上層埋土 鋤先模造品か
鉄鎌模造品
2.1 1.8 0.15 2.5 




1.7 2.1 0.25 2.5 





1.45 1.9 0.2 1.5 
































2.0 1.3 0.15 1.7 
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116 A 調査区 SK08（鉄２） 斧形鉄製模造
品





2.5 3.0 0.35 5.1 










2.7 1.9 0.3 3.9 









3.1 4.2 0.15 10.6 


























2.3 2.7 0.15 6.0 
127 A 調査区 SK08No.14 斧形鉄製模造
品





1.9 1.6 0.15 1.8 
129 A 調査区 SK05埋土 斧形鉄製模造
品






















板状鉄片 a類 3.1 1.5 0.15 4.8 
134 A・C 調
査区
排水溝 板状鉄片 a類 2.0 1.0 0.2 1.5 
135 A・C 調
査区
崩落土 板状鉄片 a類 2.2 2.3 0.2 4.3 
136 A 調査区 SK06下層 板状鉄片 a類 2.3 2.2 0.15 3.5 
137 A・C 調
査区
排水溝 板状鉄片 a類 1.2 1.5 0.1 1.4 
138 A・C 調
査区
排水溝 板状鉄片ｂ類 1.6 1.5 0.2 1.3 
139 A・C 調
査区
東側排水溝 板状鉄片ｂ類 1.0 1.1 0.2 0.5 
140 C 調査区
北側
SK04 板状鉄片ｃ類 3.4 5.0 0.5 16.6 
141 A・C 調
査区
排水溝 板状鉄片ｃ類 3.3 4.3 0.25 22.1 
142 A・C 調
査区
排水溝 板状鉄片ｃ類 3.2 3.8 0.25 11.0 
143 A・C 調
査区
排水溝 板状鉄片ｃ類 2.7 3.8 0.25 12.0 
144 C 調査区
北側
SK04 板状鉄片ｃ類 2.4 2.6 0.15 4.3 
145 C 調査区
北側




崩落土 板状鉄片ｃ類 2.4 2.5 0.15 2.9 
147 A 調査区 SK06下層西壁
断面・暗茶黒
色土
板状鉄片ｃ類 3.2 5.6 0.5 22.1 
148 C 調査区
北側
SK04拡３ 板状鉄片ｃ類 1.1 3.7 0.3 3.4 
149 A・C 調
査区
東側排水溝 板状鉄片ｃ類 2.3 2.2 0.2 5.1 
150 A・C 調
査区
排水溝 板状鉄片ｃ類 2.2 1.1 0.15 1.3 
151 A・C 調
査区
排水溝 板状鉄片ｃ類 3.3 2.4 0.15 4.8 
152 A・C 調
査区
排水溝 板状鉄片ｃ類 1.8 2.1 0.18 2.6 
153 A・C 調
査区
東側排水溝 板状鉄片ｃ類 1.6 1.7 0.15 1.6 
154 C 調査区
北側
SK04 板状鉄片ｃ類 1.9 1.3 0.1 1.0 
155 C 調査区
北側
SK04 板状鉄片ｃ類 3.0 3.6 0.3 8.4 
156 A・C 調
査区







板状鉄片ｃ類 2.6 1.6 0.2 2.1 
158 A 調査区 SK06下層、北
西隅 SK07検
出中
板状鉄片ｃ類 2.6 1.6 0.15 3.6 
159 A 調査区 西壁断面17
層・下半分
SK12
板状鉄片ｃ類 2.6 4.1 0.2 5.3 
160 A・C 調
査区
排水溝 板状鉄片ｃ類 1.8 1.8 0.15 1.8 
161 C 調査区
北側





板状鉄片ｃ類 2.1 1.2 0.35 2.3 
163 A・C 調
査区
東側排水溝 板状鉄片ｃ類 1.5 2.0 0.2 1.4 
164 A・C 調
査区
崩落土 板状鉄片ｃ類 1.7 0.9 0.15 0.8 
165 A・C 調
査区





板状鉄片ｄ類 2.9 1.5 0.15 4.1 
167 A・C 調
査区
排水溝 板状鉄片ｄ類 3.2 4.8 0.25 13.1 
168 A・C 調
査区
排水溝 板状鉄片ｄ類 3.6 4.3 0.2 18.0 
169 A・C 調
査区








板状鉄片ｄ類 3.6 5.0 0.2 19.8 
171 A・C 調
査区





板状鉄片 e類 3.2 1.6 0.15 3.4 
173 A・C 調
査区




東側排水溝 板状鉄片 e類 2.2 2.5 0.15 3.5 
175 A・C 調
査区
東側排水溝 板状鉄片 e類 1.4 2.2 0.15 1.5 
176 A・C 調
査区
排水溝 板状鉄片 f類 0.7 2.0 0.15 1.1 
177 A 調査区 SK10 板状鉄片 f類 1.6 4.0 0.35 8.5 
178 A・C 調
査区
排水溝断割 板状鉄片 f類 0.8 3.5 0.2 2.5 
179 A・C 調
査区
排水溝 板状鉄片 f類 1.0 3.1 0.25 2.6 
180 A・C 調
査区
排水溝 板状鉄片 f類 0.9 2.2 0.15 2.1 
181 A 調査区 SK06下層３
（焼面下層）











































































11 A 調査区 西壁断面
９層北東























































































































30 A 調査区 管玉 緑色凝
灰岩




31 A 調査区 管玉 緑色凝
灰岩

















33 A 調査区 排水溝 管玉 緑色凝
灰岩




34 A 調査区 SK08 管玉 緑色凝
灰岩












36 A 調査区 SK08 管玉 緑色凝
灰岩









































41 A 調査区 管玉 緑色凝
灰岩




42 A 調査区 SK10 管玉 緑色凝
灰岩
[9.7］ [4.5] 1.2 2.0 [0.2] 不明 淡緑色
（5595）
一部欠損
43 A 調査区 有孔
円板




44 A 調査区 排水溝 有孔
円板




















47 A 調査区 排水溝 有孔
円板




48 A 調査区 排水溝 有孔
円板





49 A 調査区 有孔
円板




50 A 調査区 SK03下層 有孔
円板














52 A 調査区 有孔
円板












































































































































































































































































































































































































外面 内面 外面 内面 備考
1 A 調査区 SK03 土師器 高杯 [8.2] 13.4 ナデ 摩耗のた
め不明
5YR8/4 10YR8/4












4 A 調査区 SK03 土師器 高杯 [6.8] ナデ ヘラケズ
リ、ハケ
5YR7/6 5YR7/6
5 A 調査区 SK03 土師器 高杯 [6.2] [16.9] ハケ 摩耗のた
め不明
5YR7/6 5YR6/6









































14 A 調査区 排水溝 土師器 高杯 [8.0] [11.4] ナデ ヘラケズ
リ、ナデ
5YR7/6 2.5YR6/8




























































25 A 調査区 排水溝 土師器 高杯 [7.7] ナデ ヘラケズ
リ、ハケ
10YR8/2 10YR8/2
26 A 調査区 排水溝 土師器 高杯 [8.3] ナデ ヘラケズ
リ
10YR8/4 10YR8/4






























[11.1] ナデ ナデ 10YR7/3 10YR4/4 細片化
32 C 調査区
北側
















SK04 土師器 高杯 [8.7] [11.2] ナデ ヘラケズ
リ、ナデ
5YR5/6 5YR5/6

























39 C 調査区 遺構不明 土師器 高杯 [10.0] 10.6 ナデ ヘラケズ
リ、ナデ
2.5YR5/8 2.5YR5/8




















44 A 調査区 SK03 土師器 丸底壺 [7.9] ［6.0］ 8.8 ハケ、ナ
デ
ナデ 7.5YR7/4 7.5YR7/4 口縁部を除き
ほぼ完存






46 A 調査区 SK04 土師器 丸底壺 [6.1] [9.2] ナデ ユビオサ
エ、ナデ
10YR7/3 2.5YR4/1










49 A 調査区 SK04 土師器 丸底壺 [5.8] [8.2] ハケ、ナ
デ
ナデ 7.5YR8/6 7.5YR8/6
50 A 調査区 SK04 土師器 丸底壺 8.9 [7.4] [9.0] 2.3 ナデ ユビオサ
エ、ナデ
10YR8/2 5YR5/1





52 A 調査区 SK04 土師器 丸底壺 [5.1] [7.6] ナデ ナデ 10YR8/3 10YR8/3





54 A 調査区 SK04 土師器 丸底壺 [3.3] ナデ ユビオサ
エ、ナデ
10YR7/3 10YR8/3
55 A 調査区 SK04 土師器 丸底壺 [4.1] ナデ ナデ 2.5Y8/2 2.5Y8/2
56 A 調査区 土師器 丸底壺 [5.4] [8.2] ナデ ユビオサ
エ、ナデ
10YR7/3 10YR7/3





























63 C 調査区 土師器 丸底壺 [7.9] [9.5] ナデ ユビオサ
エ、ナデ
10YR8/2 10YR8/2




















67 Ａ調査区 排水溝 土師器 甕 [5.0] ユビオサ
エ、ナデ











SK04 土師器 壺 [5.5] [18.8] ナデ ナデ 10YR6/3 10YR5/2
70 C 調査区
北側





























74 C 調査区 灰色粘土
層





75 C 調査区 灰色粘土
層





76 C 調査区 灰色粘土
層




77 C 調査区 北側排水
溝











79 C 調査区 西壁 土師器 器台 [5.4] ナデ 摩耗のた
め不明
2.5YR7/8 5YR7/8





須恵器 横瓶 [11.8] 16.4 タタキ、
回転ナデ
ナデ N5/0 N5/0
82 A 調査区 SK07 須恵器 壺 [7.1] [10.0]
83 A 調査区 排水溝 手捏ね
土器
2.55 3.5 2.7 ナデ ユビオサ
エ、ナデ
5YR6/8 5YR6/8 完形品
84 A 調査区 排水溝 手捏ね
土器
2.9 3.0 ナデ ユビオサ
エ、ナデ
5YR4/1 5YR5/3 完形品









86 A 調査区 排水溝29 手捏ね
土器
2.6 4.65 ナデ ユビオサ
エ、ナデ
10YR7/3 10YR7/3 完形品





88 C 調査区 SD02列石
上層





89 C 調査区 調査区南
西壁断割
























外面 内面 外面 内面
91 C 調査区 
北側
SK04下層 土錘 6.4 2.5 2.2 45.4 2.5Y7/2
92 A 調査区 排水溝19 土錘 6.2 2.2 2.2 38.3 5YR5/6
93 C 調査区 
北側
SK04 土錘 4.2 4.2 3.7 57.1 10YR8/4
94 C 調査区 
北側
SD04 土錘 4.0 4.3 4.0 59.1 10YR7/3
95 A 調査区 SD01
(SK11)
石錘 4.7 3.3 1.8 33.2 10YR8/4 砂岩
96 A 調査区 ４層付近 鉄床石 156.5 113.3 50.9 1271.0 砂岩
97 A 調査区 ４層付近 羽口 9.5 8.2 2.9 ナデ 10YR8/4 7.5YR6/4
98 A 調査区 ４層付近 羽口 11.1 8.9 2.5 ユビオサ
エ
7.5YR6/6 7.5YR6/6
99 A 調査区 ４層付近 羽口 5.8 不明 不明 ハケ 7.5YR7/4 7.5YR7/4
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